
新年のあいさつ 

　町の未来を 
光輝かせるために　 

　あけましておめでとうございます。土砂降り

の雨も小やみになり雲の隙間から陽が差し

込み始めた、そんな想いを抱かせるような

2022年の幕開けです。本年もよろしくお願い

申し上げます。 

　昨夏に爆発的な猛威をふるった新型コロ

ナウイルス感染症の第5波は収束し、秋以降

は町内では凪の状態を維持していますが、ま

だまだ警戒を緩める段階ではありません。町

では、町民の皆さまに基本的な感染対策の

継続をお願いするとともに、3回目のワクチン

接種に向けた態勢づくりを加速させています。 

　さて、この2年近くはコロナウイルスに翻弄

されていましたが、次にやって来るのは本当

の「激変の時代」のような予感がします。目に

見えないウイルスは世の中の常識を大きく変

えました。 

　過去の発想、手法、仕組みは通用しなくな

り、成功体験さえも足かせになりつつあります。

人も組織も地域も環境の変化に適応できな

ければ生き残れなくなるでしょう。 

　笠松町も否応なしに荒波にもまれていくは

ずです。それを乗り越えるのに必要なのは“人”

です。ウィズコロナのまちづくりは、人づくりが

明暗を分けると言っても過言ではありません。

町でも子育て支援や学校教育の充実を最

重要課題として位置付けています。 

　今春には桜町にこども館が移転新築オー

プンします。昨年12月議会で制定された「子

どもの権利に関する条例」を運営理念とし、

地域の人や子どもたちが設計から運営まで

携わっていく新しいタイプの公共施設を目指

しています。 

　また学校教育では、多様性を重視する観

点からも学力だけでなく人間力の向上にも力

を入れ、子どもたちの可能性を最大限に引き

出せるよう努めます。「笠松町の未来は自分

たちでつくるんだ」、そんな気概を持った若い

世代がどんどん現れ、活躍してくれることを

期待しています。 

　もっとも人づくりは、簡単にできるものではあ

りません。長い時間と大人たちの温かいまな

ざしが不可欠です。町の未来を光り輝かせ

るためにも、皆さまのご理解とご協力をお願い

致します。笠松町にかかわるすべての人にと

って、今年が素晴らしい1年になりますよう心

からご祈念申し上げます。 

アフターコロナ2022 
～令和4年の日々が平穏であることを願って～ 

　新年あけましておめでとうございます。 

　令和4年の輝かしい希望に満ちた新春を

お迎えのことと心からお慶び申し上げます。 

　日頃より笠松町議会に対しまして、温かい

ご支援と深いご理解、ご協力を賜り心より感

謝申し上げます。 

　昨年6月第54代笠松町議会議長就任以来、

初めて迎える新年でございますが、大変身の

引き締まる思いであります。 

　一昨年発生した新型コロナウイルスは、近

年経験したことがない感染症の流行となり、

感染を予防しながら日常生活を送るウィズコ

ロナの時代が到来しました。公共施設の利

用制限や各種行事の中止・延期など、大変

ご不便をおかけしました。感染を少数に抑え

ることができておりますのは、町民の皆さまが

感染防止対策にご理解とご協力をいただい

た結果であり、深く感謝申し上げます。 

　さて、明るい話題といたしまして、東京オリ

ンピック・パラリンピックでの日本選手団の大

躍進をはじめ、アメリカメジャーリーグでは大

谷 翔平選手のMVP獲得、将棋界では史上

最年少で藤井 聡太4冠の誕生など、国内外

で若者の活躍が特に目立った年でありました。 

　笠松町の若者からは、子どもの権利条例

制定を求める意見書が町長に提出されました。

そして、定例議会において、「子どもの権利に

関する条例」の制定を全会一致で可決いた

しました。この条例は現在建設中の「新こど

も館」の活動基本方針として実現され、次世

代を担う子どもたちを支える施設として活用

されていくことを期待しています。 

　今年は寅年で、虎はよくことわざに登場し

ます。「虎は千里行って千里帰る」は勢いが

盛んであるたとえとして用いられますが、子ど

もや家族が心配で戻るともいわれ、虎の愛情

の深さを表しています。 

　何事も虎のように威勢良く、また子どもや家

族を大切にしてみんな仲良く健やかに暮らし

たいものです。 

　新型コロナウイルス感染症に関しては、ワ

クチン接種が進み、さらに国内製ワクチンや

薬の開発の進展など明るい兆しが見えてき

ています。人類の英知が結集すれば必ず乗

り越えアフターコロナの日を迎えられると信じ

ています。 

　結びになりますが、町議会は笠松町の明る

い未来をつかむため、勢いとやさしさをもって

職務に邁進する所存であります。本年も町

議会に対しまして、温かいご支援とご協力を

賜りますよう心からお願い申し上げます。 

　本年が皆さまにとりまして幸多き年となりま

すことを心から祈念申し上げ、新年のご挨拶

といたします。 

笠松町長　古田 聖人 笠松町議会議長　田島 清美 
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